
資料 関 東 地 方 ～ 東北 地 方南 部 の示標 テ フ ラ の諸 特 敬

- と くに御 岳第 1テ フ ラ よ り上位 の テ フラ に つ い て 一

早 田 勉 (舌環 境 研 究所 )

富 士 火 山 や箱 根 火 山さ らに浅 間 火 山 な ど, 周 辺 に第 四紀 火 山が 多 く分 布 し, 第 四紀

テ フ ラが数 多 く堆 積 して い る関 東 地 方 は, 北 海 道 と ともに 日本列 島 で最 も早 くか らテ

フラ に 関 す る研 究 が 始 め られ た地 域 で あ る. また最 近 で は東 北地 方 南部 にお いて も､

関東 地 方 に分 布 す る示標 テ フラが検 出 され, 南 関東 地 方か ら東北 地 方南部 一帯 の広 い

地域 にお い て, 共 通 した空 間 ･時 間軸 を利 用 した編 年研 究 が 可能 とな って い る.

こ こで は, 町 田 ･新井 (1992)の テ フ ラ ･カ タ ログ に筆 者 の資 料 を加 え, い ず れの

地域 か らも検 出 され て い る御 岳 第 1テ フ ラ (On-Pml)よ り上 位 の 示標 テ フラの諸 特徴

を記 載 す る こ とに した (表 1- 6). な お この カ タ ログに記 載 さ れ て い るテ フ ラ の火

山ガ ラス の形 態 的 な特徴 や 軽鉱 物, さ らに屈 折 率 のmodeな どにつ いて は, 原 本 を参照

され た い. また これ らの 資料 の ほ か に, と くに筆者 の研 究 フ ィール ドと して い る北 関

東地 方 と東 北 地 方南 部 の 降 下 テ フ ラや, 火砕 流､ 岩 屑 な だれ さ らに 火 山泥 流 な どの堆

積物 に関 す る放射 年 代測 定 値 も掲載 した (表 7-9).

謝 辞 町 田 洋 東 京 都 立 大 学教 授 には 日頃 よ り御 指 導 をい た だい て い る. また新 井房

夫群 馬 大学 名誉教 授 には, 多 くの テ フ ラ試料 に つ いて の屈 折 率SlJ定 をお願 い した. 日

本公 営株 式 会 社井 上 公 夫 博 士 に は､ 前橋 泥 流 堆 積 物 の ldc年代 測 定値 を教 えて い た だ い

た. さ らに名 古屋 大 学年 代 測定 資 料研 究 セ ンタ ー中村 俊 夫博 士お よび奥 野 充氏 には,

シ ンポ ジ ウ ムにお け る発 表 の機 会 を い た だ い た. 厚 く御 礼 申 し上 げ ます.
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表1 南関東地方における後期更新世示樺テフラの諸特徴 (On-Pnlより上位)の諸特徴

テフラ 噴出年代-1 測定法~2 鉱物●3 火山ガラス (n) 斜方輝石 (γ) 角閃石 (n2)

立川ローム上部ガラス質 (UG) 12,000? ST,14C

安房 (AG)

富士相模野第 1(FISSl)

姶良Tn(AT)

榛名箱田 (Hr-HA)

含雲母グリース状 (Gr)

箱根三島 (Hk一cc4)

箱根中央火口丘3(Hk一cc3)

箱根中央火口丘2(Hk一cc2)

箱根中央火口丘1(Hk一ccl)

箱根三色旗 (Hk-S)

大山倉吉 (DKP)

箱根東京 (Hk-TP)

箱根三浦 (Hk-MP)

箱根安針 (Hk-AP)

富士吉岡 (F-YP)

箱根小原台 (Hk-OP)

大山生竹 (DNP)

阿蘇4(As°-4)

葛原III(Tz-3)

御岳伊那 (On1m)

鬼界葛原 (a-Tz)

御岳第 1(On-Pnl)

13,000-14,000 ST

一フ

22,000-25,000 Hc

25,000-30,000 ST

?

?

ワ

?

?

?

43,000-55,000 ST,U

49,000-60,000 FT

?

つ

つ

66,000-80,000 FT

80,000 TL,ST

70,000-90,000 Fr,U,ESR,
TL,KIAr

つ

?

75,000-95,000 ST,TL

80,000195,000 FT

op又 1.500-1.503

1.490-1.497

ol,op又,cpx

vitric 1.498-1.501

op又,ho

bi,ho,opx

Op又,CpX

op又,cpx,ol

Op又,CpX

Op又,CpX

Op又,CpX

ho,op又,bi 1.508-1.514

op又,cpx,01 1.512-1.528

op又,cpx,ol

op又,cpx,ol

op又,cpx,ol,ho -

op又,cpx,01 1.510-1.514

ho,op又,bi

ho,op又,cpx 1.506-1.510

vitric(op又)1.505-1.705

op又 1.509-1.511

vitric 1.494-1.500

ho,bi,op又 1.500-1.503

1.703-1.708

1.709-1.712 1.670-1.677

1.673-1.678

1.706-1.709

1.706-1.709

1.706-1.709

1.706-1.709

1.708-1.711

1.702-1.708 1.673-1.680

1.703-1.709

1.709-1.713

1.705-1.710

1.700-1.705 1.687-1.690

1.716-1.720

1.700-1.705 1.678-1.685

1.699-1.701 1.685-1.691

1.706-1.710

1.705-1.709

1.706-1.711 1.681-1.690

*1 単位は,y.B.P.*2 ST:層位学,-4C:放射性炭素年代測定法,TL:熱ルミネッセンス法,FT:フィッション･トラック法,
U:ウラン系列法,ESR:電子スピン共鳴法,K-Ar:か )ウム･アルゴン法.暮3 01:カンラン石,op又:斜方輝石,cpx:単斜輝石,

ho:角閃石.町田･新井 (1992)に加筆.屈折率測定は新井房美による.
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表2 南関東地方における完新世示標テフラの諸特徴

噴出年代'1 測定法●2 鉱物●3 火山ガラス (n) 斜方輝石 (γ) 角閃石 (n2)

富士宝永スコリア (F-Ho)

浅間A軽石 (As-A)

浅間Bテフラ (As-B)

高島平第4テフラ (Tk-4)

高島平第3テフラ (Tk-3)

榛名ニッ岳渋川テフラ (Hr-FA)

浅間C軽石 (As-C)

高島平第 1テフラ (Tk-1)

富士一秒沢スコリア (ど-Zn)

富士一大室スコリア (F-On)

富士一大沢スコリア (F-Os)

天城カワゴ平軽石 (Kg)

伊豆大室山スコリア (On)

鬼界アカホヤ火山灰 (K-Ah)

1707A.D. H

1783A.D. H

op又,cpx,01 1.518-1.538 1.701-1.705

op又,cpx 1.507-1.512 1.707-1.712

1108A.D. H, (" C) opx,cpx 1.524-1.532 1.70811.710

864A.D.? H

800A.D.? H

6世紀初頭 A,TL

4世紀中葉 A

2,000 A

2,500-2,800 Hc,A

2,500-2,800 "C,A

2,500-2,800 1Ac,A

2,80012,900 1Ac,A

5,000 A

6,300 " C

ol,op又,cpx

ol,op又,cpx

ho,op又 1.500-1.502 1.709-1.712 1.671-1.695

op又,cpx 1.514-1.520 1.706-1.711

ol,op又,cpx

ol,cpx

01,cpx

ol,cpx

ho,op又 1.493-1.503 1.704-1.709 1.669-1.685

vitric 1.508-1.516

暮1 単位は,y.a.P.*2 H:文献歴史学,A:文献歴史学,ST:層位学,lAC:放射性炭素年代測定法,TL:熱ルミネッセンス法.
暮3 01:カンラン石,opx:斜方陣石,cpx:単斜粁石,ho:角閃石,CUJA:カミングトン閃石.町田･新井 (1992)に加筆.屈折
率測定は,新井房夫による.
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表3 北関東地方における後期更新世示標テフラ (On-Pnlより上位)の諸特徴

テフラ 噴出年代ー1 測定法●2 鉱物■3 火山ガラス (n) 斜方輝石 (γ) 角閃石 (n2)

浅間総社 (As-Sj)

男体七本桜 (Nt-S)
男体今市 (Nt-Ⅰ)

浅間草津 (As-YPk)
浅間板鼻黄色 (As-YP)

浅間大窪沢2(As-Ok2)

浅間大窪択1(As-Okl)

浅間白糸 (As-Sr)

浅間萩生 (As-Hg)

那須大島 1(Ns-Osl)

男体片岡 ･小川 (群)
(Nt-Kt,Og)

ll,000 1Ac

12,000-13,000 " C

13,000-14,000 日 C

16,000 " C

17,000 "C

17,500 FT

18,000 ST

19,000 ST

ワ

浅間板鼻褐色 (秤) (As-BP) 19,000-22,000 14C

姶良Tn(AT)

八ヶ岳4 (Yt-Pn4)

赤城小沼 (Ag-KLP)

榛名箱田 (Hr-HA)

赤城鹿沼 (Ag-K)

榛名八崎 (Hr-HP)

赤城湯ノロ (Ag-UP)

赤城行川 1(Ag-N皿1)

赤城行川2(Ag-N皿2)

大山倉吉 (DKP)

中之条ラビリ (JL)

赤城水沼1(Ag-Mzl)

赤城追月 (Ag-OP)

阿蘇4(As°-4)

鬼界葛原 (KITz)

御岳第 1(On-Pnl)

22,000-25,000 Hc

25,000 ST

25,000 ST

25,000-30,000 ST

31,000-32,000 Fr

41,000-42,000 " C,FT

45,000 ST

45,000 ST

45,000 ST

43,000-55,000 ST,U

55,000 ST

55,000-60,000 Fr

60,000 ST

op又,cpx 1.504-1.508

op又,cpx,ho 1.499-1.503
op又,cpx,ol

op又,cpx 1.501-1.503

op又,cpx 1.50ト1.503

op又,cpx 1.502-1.504

op又,cpx 1.500-1.502

op又,cpx,ho 1.506-1.510

op又,cpx,ho 1.500-1.502

つ つ

vitric 1.498-1.501

cpx,op又,ho

op又,ho

op又,bo

ho,op又,cpx 1.504-1.508

ho,op又,cu皿 1.505-1.508

op又,cpx,ho

op又,cpx,ho

Op又,CpX

op又,cpx,ol つ

op又,cpx,ho

op又,cpx 1.510-1.514

70,000-90,000 FT,U,ESR, ho,opx,cpx i.506-1.510
TL,K-Ar

75,000-95,000 ST,TL vitric 1.494-1.500

80,000-95,000 m ho,bi,op又 1.500-1.503

1.706-1.711

1.710-1.713
1.701-1.710

1.707-1.712
1.707-1.712

1.704-1.709

1.704-1.709

1.702-1.708 1.675-1.680

1.703-1.709 1.673-1.679

つ つ

つ つ

1.700-1.725

1.699-1.704

1.707-1.710 1.671-1.677

1.709-1.712 1.670-1.677

1.707-1.710 1.67ト1.678

1.708-1.712 1.670-1.677

1.700-1.705 1.675-1.679

1.705-1.711 1.676-1.681

1.703-1.711

1.702-1.708 1.673-1.680

つ つ

1.702-1.711

1.705-1.710

1.699-1.701 1.685-1.691

1.705-1.709

1.706-1.711 1.681-1.690

事1 単位は,y.B.P.*2 ST:層位学 , 1AC :放射性炭素年代測定法,TL:熱ル ミネッセンス法,Fr:フイヅシヨン ･トラック
汰,U:ウラン系列法,ESR:電子スピン共鳴法,K-Ar:カリウム ･アルゴン法.*3 01:カンラン石,op又:斜方輝石,cpx:早
斜杵石,ho:角閃石,cu凪:カミング トン閃石.町田 ･新井 (1992)に加筆.屈折率測定は,新井房夫による.



表4 北関東地方における完新世示標テフラの諸特徴

テフラ 噴出年代■1 測定法●2 鉱物■3 火山ガラス (n) 斜方輝石 (γ) 角閃石 (n2)

浅間A (As-A) 1783A.D. H op又,cpx,ol 1.507-1.512

浅間A'(As-A') つ opx,cpx 1.515-1.521

浅間粕川 (As-Kk) 1128A.D. H op又,cpx

浅間B(AsIB) 1108A.D. H,(1Ac) opx,cpx 1.524-1.532

榛名ニッ岳伊香保 (Hr-FP) 6世紀中葉 A,(lAc) ho,opx 1.501-1.504

榛名ニッ岳渋川 (Hr-FA) 6世紀初頭 A,TL ho,op又 1.500-1.502

榛名有馬 (Hr-AA) 5世紀 A ho,op又 1.500-1.502

浅間C (As-C) 4世紀中葉 A op又,cpx 1.514-1.520

浅間D(As-D) 4,500 A op又,cpx 1.513-1.516

草津白根熊倉 (KSIKu) 5,000 ST opx,cpx,ho

浅間六合 (As-Kn) 5,400 14c op又,cpx

1.707-1.712

1.702-1.712

1.706-1.710

1.708-1.710

1.708-1.712 1,672-1.677

1.709-1.712 1.671-1.695

1.709-1.712 1.67ト1.677

1.706-1.711

1.706-1.708

1.71ト1.715

1.706-1.708

鬼界アカホヤ (K-All) 6,300 14c vitric 1.508-1.516

浅間藤岡 (As-Fo) 8,200 14C op又,cpx 1.706-1.710

*1 単位は,y.a.P.*2 H:文献歴史学,A:文献歴史学,ST:層位学,I一°:放射性炭素年代測定法,TL:熱ルミネッセン

ス法.*3 01:カンラン石,op又:斜方輝石,cpx:単斜輝石,ho:角閃石,cu凪:カミングトン閃石.町田 ･新井 (1992)に

加筆.屈折率測定は,新井房夫による.
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表5 東北地方南部における後期更新世示標テフラ (On-Pmlより上位)の諸特徴

テフラ 噴出年代-1 測定法●2 鉱物-3 火山ガラス (∩) 斜方輝石 (γ) 角閃石 (n2)

浅間草津 (As-YPk)
浅間板鼻黄色 (As-YP)

13,000-14,000 "C

姶良Tn(AT) 22,000-25,000 14C

安達太郎二本松 1(Ad-Nl) ?

蔵王川崎 (Za-Kw) 30,000 ST,14C

磐梯葉山1(Bd-HPl) つ

安達太郎二本松 2 (Ad-N2) ?

大山倉吉 (DKP) 43,000155,000 ST,U

沼沢金山 (Nm-KN) 50,000-55,000 ST

安達太廊二本松3(Ad-N3) ?

赤城一迫月 (Ag-OP) 60,000 ST

磐梯葉山2(Bd-HP2) ?

御岳奈川 (On-Ng) つ

op又,cpx 1.50ト1.503
op又,cpx 1.50ト1.503

vitric 1.498-1.501

Op又,CpX

Op又,CpX

Op又,CpX

Op又,CpX

ho,opx,bi 1.508-1.514

ho,cu凪

op又,cpx 1.509-1.511

op又,cpx 1.510-1.514

Op又,CpX

op又,ho,cpx

阿蘇4(As°-4) 70,000-90,000 FT,U,ESR, ho,op又,cpx 1.506-1.510
TL,K-Ar

御岳潟町 (On-Kt) ウ opx,ho,cpx 1.503-1.505

御岳第 1(On-Pml) 80,000-95,000 FT,U ho,bi,op又 1.500-1.503

1.707-1.712

1.707-1.712

1.708-1.713

1.700-1.704

1.712-1.717

1.713-1.718

1.702-1.708 1.673-1.680

1.666-1.672.A

1.712-1.716

1.705-1.710

1.713-1.718

1.715-1.718 1.679-1.687

1.699-1.701 1.685-1.691

1.711-1.718 1.676-1.685

1.706-1.711 1.681-1.690

*1 単位は,y.a.P.事2ST:層位字,HC:放射性炭素年代湘定法,TL:熱ルミネッセンス法,FT:フィッション･トラック法,
U:ウラン系列法,ESR:亀子スピン共鳴法,K-Ar:カリウム ･アルゴン法.事3 01:カンラン石,op又:斜方坪石,cpx:単科輝石,
ho:角閃石,cun:カミング トン閃石.町田 ･新井 (1992)に加筆.屈折率測定は新井房夫による.暮4:カミングトン閃石の屈折
率は,1.656-1.661.
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表6 東北地方南部における完新世示樺テフラの諸特徴

テフラ 噴出年代●- 測定法●2 鉱物●3 火山ガラス (n) 斜方輝石 (γ) 角閃石 (n2)

浅間粕川 (As-Kk) 1128A.D. H op又,cpx 1.706-1.710

榛名ニッ岳伊香保 (Hr-FP) 6世紀中葉 A,(1dc) ho,op又 1.501-1.504 1.708-1.712 1.672-1.677

榛名ニッ岳渋川 (Hr-FA) 6世紀初頭 A,TL ho,op又 1.500-1.502 1.709-1.712 1.67ト1.695

沼沢1(Nm-1) 5,000 14c op又,ho 1.500-1.505 1.70611.708 1.670-1.676

十和田中振 (To-Cu) 5,300 1Ac op又,cpx 1.510-1.514 1.704-1.708

鬼界アカホヤ (K-All) 6,300 14c vitric 1.508-1.516

*1単位は,y.B.P.*2H:文献歴史学,A:文献歴史学,ST:層位学,1dc:放射性炭素年代測定法,TL:熱ルミネヅセン
ス法.*301:カンラン石,op又:斜方輝石,cpx:単斜輝石,ho:角閃石,cu凪:カミングトン閃石.町田･新井 (1992)に
加筆.屈折率測定は,新井房夫による.
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表7 北関東地方の降下テフラ (On-Pnlより上位)に関する放射年代

テフラ 測定試料の層位 試料 放射年代'l 文献

那須1408(Ns-1408) テフラ直下 土壌

浅間B(As-B) テフラ最下部 炭

炭

榛名ニッ岳伊香保 (Hr-FP) テフラ直下 炭

那須弁天 (Ns-8) テフラ直下 土壌

那須茶臼 (Ns-Ch) テフラ直下 土壌

日光白根4 (Nks-4) テフラ直下 土壌

浅間六合 (As-Kn) テフラ直下 炭

高原上の原 (Tk-Ue) テフラ直上 土壌

テフラ直下 土壌

浅間藤岡 (As-Fo) テフラ直上 土壌

浅間総社 (As-Sj) テフラ直下 据炭
テフラ直下 据炭
テフラ直下 泥炭
テフラの下位 泥炭

浅間板鼻黄色 (As-YP) テフラの上位 泥炭
テフラ直下 樹木

テフラ直下 樹木

テフラ直下 樹木

テフラ直下 樹木

テフラ直下 樹木

テフラ直下 樹木

テフラ直下 樹木

テフラ直下 樹木

浅間大窪沢2 (As-Ok2) テフラ直下 据炭
テフラ直下 据炭
テフラの下也 炭

浅間大窪択1(As-Okl) テフラ直下

テフラ直下

浅間板鼻褐色 (As-BP)■2 テフラ群中
テフラ群中

テフラ群中

テフラ群中

テフラ群中

赤城鹿沼 (Ag-K)

榛名八崎 (Hr-HP)

赤城水沼 1 (Ag-Mzl)

テフラ

テフラ

テフラ

テフラ

テ フラ

テフラ

520±190(JGS)

980士100(GaK)
1,010士90(GaK)

1,300±230(NUTA)

1,860±140(NUTA)

2,640±130(NUTA)

5,320±140(NUTA)

5,410±75(Ⅳ)

4,340±100(NUTA)
5,700±380(NUTA)

8,190±170(GaK)

10,090士210(GaK)
ll,170士190(Gal)
ll,230±250(GaK)
ll,240士290(NUTA)

12,820±190(NUTA)
13,140_+230(Gal)
13,500±500(JGS)
13,600±500(JGS)
13,620+_290(Gal)
13,320±130(NUTA)
13,390±170(NUTA)
13,550±160(NUTA)
13,710±130(NUTA)

15,400_+240(GaK)
16,720±160(NUTA)
16,250士180(NUTA)

16,820士250(GaK)
16,880士130(NUTA)

炭 19,260±490(NUTA)
炭 19,450±290(NUTA)
炭 19,880±330(NUTA)
炭 19,940±340(NUTA)
炭 20,420±330(NUTA)

軽石 31,000±8,000(FT)
軽石 32,000±4,000(FT)

軽石 42,000±9,000(Fr)
軽石 44,000±4,500(Fr)

藤田 (1988)

荒牧 ･中村 (1969)
荒牧 ･中村 (1969)

奥野ほか (1994)

奥野ほか (1994)

奥野ほか (1994)

奥野ほか (1994)

早田ほか (1988)

奥野ほか (1994)
奥野ほか (1994)

群馬県埋蔵文化財調査事業団 (1994)

辻ほか (1985)
前橋市 (1990)
辻 ･木越 (1992)
中村ほか (1992)

中村ほか (1992)
新井 (1964)
富樫 (1982)
富樫 (1982)
早川 (1992)
中村ほか (1992)
中村ほか (1992)
中村ほか (1992)
中村ほか (1992)

早川 (1992)
中村ほか (1992)
中村 (1992)

早川 (1992)
中村ほか (1992)

中村 (1993),軽部 (1994)
中村 (1993),軽部 (1994)
中村 (1993),軽部 (1994)
中村 (1993),軽部 (1994)
中村 (1993),軽部 (1994)

鈴木 (1976)
鈴木 (1976)

鈴木 (1976)
鈴木 (1976)

軽石 56,000±11,000(FT) 鈴木 (1976)
軽石 59,000±9,000(Fr) 鈴木 (1976)

*1:単位は,y.B.P.FT:フィッション ･トラック法.それ以外は1AC法.JGS:地質調査所,GaK:学習院大学,NUTA
:名古屋大学,～:日本アイソ トープ協会.暮2:テフラ群.
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表8 浅間火山起源の溶岩流 ･火砕流 ･岩屑なだれ ･据流に関する放射年代

テフラ 測定試料の層位 試料 放射年代'1 文献

追分火砕流 テフラ中 炭 870±80(TX) SatOetal.(1968)

小滝火砕流 テフラ中 炭 4,500±150(GaK) 荒牧 ･中村 (1969)

小諸第2軽石流 テフラ中
テフラ中
テフラ中
テフラ中

小結第1軽石流 テフラ中

テフラ中

テフラ中

テフラ中

テフラ中

テフラ中
テフラ中

テフラ中

テフラ中
テフラ中
テフラ中
テフラ中

テフラ中

テフラ中

炭 10,650±250(M)
炭 11,300±400(M)
炭 11,400±130(KSU)
炭 11,800+400(KSU)

-380

炭 13,190±235
炭 13,500±500
炭 13,600±400
炭 13,700±400
炭 13,190± 40
炭 13,300± 50
炭 -13,400± 70
木片 13,500± 60
炭 13,600± 60
木片 13,600± 70
炭 13,600±100
炭 13,700± 60
炭 13,700± 60
木片 13,800± 90

小林 (1964)
小林 (1964)
樋口 (1990)
樋口 (1990)

)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
ー
)
)
)

2
2
2
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9
∩訂
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

(
(
(
(
(
(

ー
(

(
(
(
(
(
(

樫

樫

樫

軽
口

口

口
口

口
口

口
口

口

口

舌

青

首

富
捷

樋

横

様
構

横
領
横
横

様

)
)
)
)

ノヽ
)
)
)
)
)
ー
)
)
ー

S
S
S
S
HU
U
U
HU
nU
U
U
U
U
HU

G
G
G
G
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S

IJ
▼J
∫
TJ
y凡
K
K
rn
yn
冗
rnH
〝■▲l
"■11
K

(
(
(
ー
(
(
(
ー
(
(
(
(
(
(

仏岩溶岩流 溶岩流 溶岩 17,500±6,000(FT) 鈴木 (1970)

書場軽石流 テフラの上位
テフラの上位
テフラ中

テフラ直下
テフラ直下
テフラ直下

テフラの下位

テフラの下位

前柵泥流 テフラ中
テフラ中

泥炭 15,900±400(Gal)
泥炭 19,400±500(GaK)
木片 20,200±700(GaK)
炭 19,520±240(NUTA)
炭 19,550±280(NUTA)
炭 19,800±190(NUTA)
木片 19,580±190(NUTA)
木片 >21,000(GaK)

木片 24,000±650(GaK)
木片 19,560+790(HR)

-720

デフラ中 木片 20,030+840(HR)
-760

応桑 (塚原)岩屑なだれ テフラ中 木片 21,250±140(KSU)
テフラ中 木片 22,500±240(KSU)
テフラ中 木片 23,700±290(KSU)

字野沢 ･
字野沢 ･
宇野択 ･

中村ほか

中村ほか

中村ほか
中村ほか

中村ほか

1HrLunHrhuJH.､■h一

2
2
2

7
7
7

9
9
9

1
1
1
)

′ヽ
)
)
ー

(
(
(
2
2
2
2
2

9
9
9
9
9

本

本

木
19
19
19
19
19

坂

坂
坂

ー
ー
(
(

(

新井 (1967)
土木研究所 ･
日本工営 (1993)

土木研究所 ･
日本工営 (1993)

樋口 (1990)
樋口 (1990)
樋口 (1990)

暮1:単位は,y.B.P.FT:フィッション ･トラック法.それ以外はHc法.TK:東京大学,M:ミシガン
大学,KSU:京都産業大学,JGS:地質桐査所,GaK:学習院大学,NUTA:名古屋大学,HR:広島大学.
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表 9 北関東地方の溶岩流 ･火砕流 ･岩屑なだれ ･泥流に関する放射年代 (浅間火山以外)

テフラ 測定試料の層位 試料 放射年代●1 文献

榛名ニッ岳第2軽石流 テフラ中 炭

榛名ニッ岳第 1軽石流 テフラ中 炭

那須大丸火砕流群 (最上層) テフラ中 炭

テフラ直下 土壌

男体荒沢軽石流 テフラ中 炭

テフラ中 炭

那須大沢火砕流 テフラ中 炭

榛名白川 (室田)火砕流 テフラ中 り

1,900±120(NUTA) 奥野ほか,1993

1,480±120(TL) 平賀ほか,1992

5,810±270(JGS) 藤田 (1986)
5,770±200(JGS) 藤田 (1986)

12,280±250(GaX) 阿久津 (1979)
12,430±270(GaK) 阿久津 (1979)

15,770+430(TH) 曽根 (1981)
-420

40,500±3,500(?) 大島 (1986)

*1:単位は,y.B.P.FT:フィッション･トラック法.TL:熱ルミネッセンス法,それ以外はH c法.
M:ミシガン大学,KSU:京都産業大学,JGS:地質調査所,Gal:学習院大学,NUTA:名古屋大学,
TH:東北大学.
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